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エネルギーフロンティアのひとり言

 米国カリフォルニア州では、ガソリン駆動の新車販売を2035年から禁止する方針を知事が表明
しました。同州では、温室効果ガス排出量を2050年までに1990年度比で80%減らす目標を
掲げています。カリフォルニア州は、米国最大の自動車市場とのことで、国内販売の約11％を
占めているそうです。たとえトランプ政権がパリ協定から離脱しても、地域によっては、電気
自動車への移行が促進され、クルマの将来像が大きく変わることを予感させるニュースでした。

 本編でも触れましたが、各省庁から、令和3年度「概算要求」の内容が公表され、来年度に向
けた実施方針や各事業の概要資料などが公開されました。エネルギーフロンティアでは、特に
省エネ・再エネ関連の補助事業など、最新情報をいち早く、本エネルギーフロンティアジャー
ナルでも、継続的にお伝えしていきますので、関心のある皆さまは、是非、お声掛け下さい。

＊＊＊ 「仁淀（によど）ブルー」にふれて ＊＊＊

秋の休日、久々の遠出をして、高知に出掛けてみ
ました。皆さま「仁淀ブルー」はご存じでしょう
か？高知県を流れる仁淀川とその支流は、川の水の
透明度が高く、またとても青く綺麗に見えるため
「仁淀ブルー」と呼ばれています。今回、初めて、
仁淀ブルーを目にして、水にも触れてみました。

激しく流れ落ちる水流を見て、水力発電に使用して再生可能エネルギーの拡大に繋がれ
ばと感じたり、冷たい水を冷房の熱源に使用して省エネを図れればと感じたりと、更に、
自然の恩恵と一体化できるような、エネルギーの有効活用が図れればと思いを馳せました。

Go to トラベルの恩恵も少し受けて、仁淀川や支流の中津渓谷などを訪れてみました。
中津渓谷では、下流の壮大な仁淀川の静かな流れとは打って変わり、源流に近い大量の水
が、渓谷を所狭しと激しく流れています。そして、まさに濃いブルーの川も鮮やかで、水
に触れてみると、まだ残暑だった天候を忘れさせてくれる冷たさに、とても感激しました。
渓谷に沿って遊歩道が整備されていて、自然のありのままの姿が間近に観られる迫力満点
の大冒険でした。水しぶきを浴びながら、20ｍほど流れ落ちる滝の見物がフィナーレです。

 原子力発電所から排出される「高レベル放射性廃棄物」の最終処分場の選定に関して、北海道
の2町村（寿都町と神恵内村）が、第1段階の「文献調査」への応募を表明しました。過去、
2007年高知県の東洋町が応募・撤退して以来13年ぶり、2017年国が「科学的特性マップ」を
公表して以来、初めてのケースとなっています。原発の賛成・反対に関わらず、次世代への負
の遺産となってしまう「核のごみ」をどう安全に処分すべきか、諸外国の状況も踏まえながら、
長期保管期間内の天災・人災リスクなど、国民的な議論のきっかけになることが注目されます。


